
生後 3か月～ 6か月ぐらいまでに急激に発達し、8歳く
らいまで緩やかに発達していきます。成長する過程で何
らかの問題が生じ正常に発達できないと、見る機能に影
響を及ぼす可能性があります。問題を残したままにして
視覚感受性期を過ぎてしまうと、年齢が大きくなってか
ら治療を始めても手遅れになってしまうことがあります。
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視覚の発達曲線

視覚の発達する時期【視覚感受性期】は
限られています。

生まれたばかりの赤ちゃんは視線も
定まらず、とてもぼんやりと見てい
ます。それが見ることを続けるうち
に、次第に見えるようになり、誰であ
るかが分かり、笑っているなどの表
情まで判別できるようになります。

生後２か月頃から目の位置が安定
することで、ピントを合わせて物を
見ることや、近くの物を見るときに
目を内に寄せる動きや、動く物をス
ムーズに追いかける目の動きが発
達してきます。これにより左右の目
を同時に使う機能が働き、遠近感や
立体感が分かるようになります。

０か月～
人の顔をぼんやりみる

２か月～
興味あるものを
追いかける

６か月～
おもちゃなどを見つめる ３歳児健診にて視力検査をします

　赤ちゃんは生まれてすぐから大人と同じようにはっ
きり見えているわけではありません。成長と共に２つ
の〝見る機能〟【視力・両眼視】が発達してきます。

視覚の発達

視力

両眼視

監修：日本医師会・日本眼科医会　　制作：日本視能訓練士協会



 

先天緑内障（牛眼） 

   

眼球は一定の圧力（眼圧）で保たれていますが、何らかの異常で眼圧が上昇すると、乳児の眼球は成人に比べて柔らかく伸展性があるため角膜が大きくなります。外見上は

牛の眼球のように黒目がちになりますので、牛眼（ぎゅうがん）とも呼ばれます。流涙、角膜混濁を伴い、光に対して極端に嫌がったりします。 

 

 

 

 

白色瞳孔 

   

瞳（ひとみ、瞳孔）が白くなる状態です。水晶体が混濁する（白内障）と左の写真のように見えることが多く、網膜に異常があると右の写真のように見えます。フラッシュ

撮影した写真で発見されることが多いですが、病気が進行すると肉眼でも観察できます。 

 

お子さんにこのような様子が見つかったら、できるだけ早く眼科を受診してください。 

会


